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養成段階における教員の資質能力の形成















































































































































































































































入学時点 観察 .参加後 入学時点 観察 .参加後
(9是非､教職に就きたい 90 53% 104 (+14)62% 17 (+2) 55%
②できれば､教職に就きたい 41 24% 40 (-1) 24% 8 26% 6 (-2) 19%
③どちらともいえない 25 15% 17 (-8) 10% 3 5 (+2)
④どちらかといえば教職に就きたくない ll 6 (-5) 4 2 (-2)
(学教課程 N-169 着教課程 N-31)
(2) との学校種の教員を第1免許として希望するか
表2 どの学校種の教貞を希望するか(第1希望についてのみ)
校種.教諭.課程 学教課程 養教課程入学した時点 観察 .参加後 入学した時点 観察 .参加後
① 保育士 7 6 (-1) 0 0
② 幼稚園教諭 10 6% 9 (-1) 0 0
③ 小学校教諭 53 31% 87 (+34) 51% 0 0
④ 中学校教諭 84 50% 47 (-37) 28% 0 0
⑤ 養護学校教諭 4 5 (+1) 0 0
⑥ 養護教諭 0 0 (0) 26 26 (±0)
⑦ 高校教諭 3 2 (-1) 0 0
⑧ 分からない 1 6 (+5) 1 1 (±0)




























標準 学校種別第 1 定 数-
定数 免許希望者 希望者数
小 学校 教育専攻 120 87 +33
中学校 教育専攻 30 47 -17
障害児 教育専攻 10 5 +5































































表3-1 観察 ･参加前後の気持ちの変容 学校教貞養成課程について
項目 ＼ 枚穐 幼稚園 小学校 中学校 養護学枚 捻 計
前 級 前 後 前 後 節 後 前 後
① とても楽しみ⇒とても楽しかつた 108 137(+29) 82 118(+36) 58 41(- 7) 34 48(+14) 28242% 34451%(+62)
②どちらかと言うと楽 28 20 58 39 60 65 64 71 210 195
しみ⇒どちらかと言うと楽しかつた (-8) (-19) (+5) (+7) 29%(-15)
③どちらとも言えない⇒ とも言えない 15 10 21 10 38 48 49 43 1186% 1117%
④少し気が進まない⇒どちらかと言うと楽しくなかった 15 0 6 1 14 12 21 6 56 19(-37)








表3-2 観察 ･参加前後の気持ちの変容 養護教諭養成課程について
項目 ＼ 校種 幼稚園 小学校 中学校 養護学校 総 計
前 級 節 級 節 後 前 後 前 後
①とても楽しみ⇒ かつた 17 24 7 19 4 6 9 9 3730% 5847%(+21)
②どちらかと言うと楽しみ⇒どちらかと言うと楽しかつた 10 4 21 ll 16 12 ll 17 58 4435%(-14)
③どちらとも言えない⇒ とも言えない 1 3 3 1 5 ll ll 5 20 2016%









表4-1 各校園の観察 ･参加はどの程度勉強になったか 学校教育教員養成課程について
項.日 ＼ 校種 幼稚囲 小学校 中学校 養護学校 総 数
(》とても勉強になった 114 147 115 .125 501
67% 88% 68% 74% 74%
②どちらかと言うと勉強になった 43 19 40 36 138
26% 11% 24% 21% 20%
③どちらとも言えない 8 1 10 6 25
④どちらかと言うと勉強にならなかった 1 0 2 1 3
(5項目について未記入者 1名 N-168)
表4-2 各校閲の観察 ･参加はどの程度勉強になったか 養護教静養成課程について
項目 ＼ 校種 幼稚園 小学校 中学校 養護学校 総 数
(9とても勉強になった 26 24 22 30 102
84% 77% 71% 98% 82%
②どちらかと言うと勉強になった 4 7 8 1 20
@どちらとも言えない 1 0 1 0 2































日 程 内 容 の 一 部 (事 項 )
小学校 ｢業間の観察｣としての ｢学年の遊びの観察｣､配当学級における｢児童への自己紹介｣､｢授業観察(8時間､養教課程の学生は内1時間は保健室 ) 昼食時間の観察､｢各クラスの遊びの観察と参加｣､｢清掃
参加｣､｢終わりの会観察と挨拶｣､｢学年懇談｣､｢学級懇談(養教課程の学生は養護教諭と懇故)｣等○
中学校 ｢配当学級の授業を参観(2時間)して授業メモ､スケッチを作成する｣､｢教科指導教官の説明､指導(1時間)｣､｢養教課程の学生は授業参観 (1時間)､養護教諭の説明､指導 (2時間)｣､｢まとめと反省｣等○




表5-1 戟察 .参観で一番勉強になったこと 学校教育教貞養成課程について
項目 ＼ 校種 幼稚園 小学校 中学校 養護学校 総 数
①子どもたちの実態把握 129 76% 37 22% 23 14% 68 40% 257 38%
②授業の展開方法 13 8% 73 43% 88 52% 47 28% 221 33%
③授業のテーマ 2 1% 9 5% 29 17% 6 4% 46 7%
④教師の職務内容 13 8% 23 14% 24 14% 29 17% 89 13%
⑤特晴と学級経営 3 2% 19 11% 2 2% 10 6% 34 5%




































表5-2 観察 ･参加で一番勉強になったこと 養護教諭養成課程について
項目 ＼ 校種 幼稚囲 小学校 中学校 養護学校 総 数
①子どもたちの実態把握 24 12% 7 8 13 10% 52 42%
②授業の展開方法 6 17 13% 12 10% 9 1% 44 35%
(診授業のテーマ 0 2 6 1 9
④教師の職務内容 0 2 4 5 11 9%
⑤特活と学級経営 1 1 1 1 4







項目 ＼ 校種 幼稚園 小学校 中学校 養護学校 総 数
①自分から積極的に話 したり遊んだりした 146 86% 94 56% 8 5% 6 4% 254 38%
②少し話 したり遊んだ りした 22 13% 67 40% 25 15% 31 18% 145 21%
③あまり関わらず観察することが多かつた 0 7 4% 114 67% 105 62% 226 33%




















項目 ＼ 校種 幼稚園 小学校 中学校 養護学校 総 数
①自分から積極的に話 したり遊んだりした 29 94% 10 32% 0 0 39 31%
②少し話 したり遊んだ りした 2 21 68% 1 5 16% 29 23%
③あ.まり関わらず観察することが多かつた 0 0 21 68% 20 65% 41 33%









項目 ＼ 課程 学校教員養成課程 養護教諭養成課程 合 計
①有意義であった 143 85% 28 90% 171 86%








項目 ＼ 課程 学校教員養成課程 養護教諭養成課程 合 計
(9有意義であった 118 70% 16 52% 134 67%




















項目 ＼ 出身高校別 県内公立 県内私立 県外公立 県外私立 国立 合 計
①日常的に行われていた 0 0 0 1 1
②月に数回行われていた 2 0 3 1 6 3%
③-学期に数B] 3 0 2 0 5 3%
④年に数回 16 25% 0 11 10% 2 16% 29 15%






















































































































































の平成 11年度 1年次生が行った附属小学校 ･












(6) 附属4校園の ｢平成 12年度観察 ･参加実習計
画｣(学生配布用プリント)による｡
(7) ｢ミレニアム ･プロジェクト(新しい千年紀プロ
ジェクト)の基本的な枠組みと構築方針につい
て｣ 平成11年10月29日 内閣総理大臣:
決定
http:/www.kantei･go.jp/jp/mille/991020rnilp
ro.html
(平成13年1月31日原稿受理)
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freshmen'observation-and-participationcourseatOkayamaUniversityin2000･
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Abstract:Today,wehavean urgentneedtoform andimprovetheteachersrabilitytoraisethenext
generation.Thisiscrucialyimportantwhenwearetosolvetheincreasingeducationalproblemssuch
asrefusaltoattendschools,quittingschools,bullying,actsofviolence,etc･,andtocopewiththe
radicalychangingsociety.Theformationandimprovementoftheteachers'abilityaregeneraly
attainedinthreestages:firstinteacher-trainingprogramsinuniversities,Secondintheselection
processesinappointingnewteachers,andthirdinstudyprogramsforteachersontheactivelist.This
paperexaminestheformationoftheteacherslabilityintheteacher-trainlngProgramsinuniversities
thatarebasedont】hereportoftheTeacherTrainingCouncil.Itparticularlyfocusesonthefreshmen's
observation-and･participationcourseintheteacher-trainingprogram.Thequestionnairewasconducted
onthefreshmenthattooktheobservation-and-participationcourseintheFacultyofEducationat
OkayamaUniversityin 2000.Thecarefulyanalyzedresultsindicatethesignificanceofthe
observation-and-particIPationcoursetotheformationoftleteaChersrability,aswelasitspresent
problemsandfutureprospects.
Keywords:Teachertraining,Teachers'ability,Studentteaching,Observationandparticipation
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